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Consciousness
　Yasushi　YAMAGUCHI
　1996年度に上記のテーマで行った多角的研究のな
かから，ここでは特に，西欧精神史の分野で行った
研究を取り上げて，その一端を以下に報告する。
　“The　Passion　of　the　Western　Mind”by　Richard
5．個人研究経過報告
Tarnas，　Ballantine　Books けさせてくれるに違いない。
　本書では，プラトンからへ一ゲル，アウグスチヌ
スからニーチェ，コペルニクスからフロイトにまで
到る西欧文明の歴史が，その三千年にわたる哲学・
宗教・科学の中心概念を縦横に駆使しながら，鮮や
かな手際で，簡潔かつ重厚に，明快かつエレガント
につづられて，我々の眼前に西欧精神史の一大パノ
ラマが生き生きと描き出されていく。
　しかし本書は，思想史，文化史の一般の類書とは
異なって，西欧精神史上の数々にわたる貴重なド
キュメントを，ただ能うるかぎり客観的に，可能な
かぎり公平無私な形で我々に手渡そうとだけするも
のではない。おそらく，本書がより深いところで目
指しているのは，西欧精神史の隠れた意義をとりだ
して，我々自身の個人的精神史の隠れた意義への目
覚めをも併せて促そうとする点にある。その意味で
本書は，精神史のなかに知識よりも叡智を探り，思
想史のなかに学術よりも芸術を求めようとする，一
個の歴史哲学の書でもあれば，一個の宗教哲学の書
でもあるといってよく，その意味で本書は，真に哲
学的な書物だと言うにふさわしい。
　それにしても，本書が西欧精神史の隠れた意義と
して我々の顔前にもたらそうとするのは，いったい
どのようなものであろうか。それは端的に言って，
西欧精神が身をもって体験した苦悩に満ちた死と再
生のドラマの軌跡であり，死と再生のドラマを前に
して営まれた，対立と葛藤と緊張のドラマの軌跡で
ある。かくして本書では，神への畏れのなかで自己
に目覚めた精神が次第に神との融和のなかでみずか
らを深め，己れの深みに神を見出した精神がやがて
自己を神と見立てた末に神を殺害し，神なき無の深
淵にたじろぐ精神が，底知れぬ暗黒のただ中からひ
とり渾身の力をもって再び神を誕生せしめようとす
る，苦悶にみちた西欧精神の激震と地殻変動のオ
デュッセイ三千年の歴史が，迫真の筆致で鮮やかに
っづられていく。
　この包括的な「西欧精神の苦悶」の歴史は，十九
世紀の激動の世紀末を見据えるところからはじめて
拓かれることが可能となった，西欧文明の主流に対
する新しい批判的展望の書として，広く一般読書人
にも，さまざまな分野の専門読書人にも，等しく直々
に精神史への開眼を迫り，西洋精神史のパノラマの
果てに新しく開けつつある二十一世紀の意義を，そ
の大きく見開かれた眼で，誤ることなくしかと見届
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